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 標準横断図　S=1:60 
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土工部管路工　配管図　S=1:20 
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 管路付帯工（1）S=1:10,8,2 
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 ハンドホール工詳細図（１）　S=1:30,15 
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材料数量表

単位

注　１．上表にはダクト口の防護コンクリート数量は含まれていない。
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数量計算（ED-C2）

①掘削
　1.6×1.6×1.12=2.867

②残土処分
　(0.061)+(1×1×1.07)=1.131
③埋戻し
　2.867-1.131=1.736
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数量計算（EC-C2）

①掘削
　1.6×1.6×0.888-(0.372×0.67/2×1.6)=2.073888 → 2.074

②残土処分
　(0.061)+(1×1×0.838-(0.206×0.37/2×1)=0.86089 → 0.861
③埋戻し
　2.074-0.861=1.213

50

3
7
2

670

370

2
0
6

1
0
70

1
1
20

5
0

GL

敷 砂

鋳鉄蓋 ST5

1:2
モルタル

ユニットａ

ユニットｂ

クラス C1-1
コンクリート

1:2
モルタル

60
0

5
0
0

1
1
60

コンクリート
C1-1

コンクリート

C1-1

蓋 枠

鋳鉄蓋 ST5
鋳鉄蓋 ST5

蓋枠

1:2
モルタル

25φ×150L

 ED-ST5 

9
5

1
0

5
0

1154

25φ×150L

25φ×150L

 鋳鉄蓋-ST5設置図 S=1:15 
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数量計算（ED-SD5）

①掘削
　1.6×1.6×1.16=2.970

②残土処分
　(0.061)+(1×1×1.11)=1.171
③埋戻し
　2.970-1.171=1.799

109

数量計算

①コンクリート

　(1.154×1.154-π(0.854/2) )×0.075

②型枠
　(0.145+0.109)×1.154×4=1.172
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　+(0.07×0.077+0.077 /2)×(1+0.077)×4

　=0.093
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    ２. ハンドホール蓋C2は滑落防止用チェーン付きとする。
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鋳鉄蓋

項 目

ST5

クラス C1-1

1:2

個

規    格
数　量

(1箇所当り）

D

普通レンガ 210*100*60 個

EM1

型　　枠

モルタル

コンクリート

1

0.1103m
3m
2m

0.080

50

1.079

MH蓋-ST5設置図 S=1:15 

※

※

※

※

※ 数量は、機械電気通信設備標準設計図 V-80 による。

1254φ

①型枠

　(1.254+0.1×2)×π×(0.25-0.1)=0.684834

　1.254×π×0.1=0.393756

　0.684834+0.393756=1.07859 → 1.079

鋳鉄蓋 ST5

750φ

数量計算

材料数量表

堀　　削

埋　　戻

残土処理

〃

〃

モルタル 1:2 3m
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